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序

敷島町は隣接する竜王町と双葉町との 3町合併に

より本年 8月 をもって 50年にわたる長い歴史に幕を

綴じることとなります。

これまで、本町で進めてきました文化財保護行政に

ついては 9月 から新たに「甲斐市」へと引き継がれ

ることとなっています。

本町では、昭和 52年の『金の尾遺跡』の調査を契

機とし、文化財保護の取り組みがなされ、以来町南部

の扇状地上に古代の人々の足跡が数多く残されている

ことが明らかとなってきました。代表的な遺跡には、

白鳳時代の古代窯である天狗沢瓦窯や平安時代の大集

落である松ノ尾遺跡や村続遺跡の発見など、山梨県の

歴史を語る上で貴重な発掘調査が続きました。

近年では、宅地造成や大型店舗建設などの開発事業

が益々増えてきており、本年度は過去最高の数に上っ

ております。そのため、行政として埋蔵文化財の保護

が急務となってきています。

このような状況のもと、平成 15年度に文化財保護

対策事業として国、県から補助を受け包蔵地域上にお

ける開発に先立ち、埋蔵文化財の遺存状況把握のため

の試掘調査を実施してきました。

ここに刊行しました年報は、その調査結果をまとめ

たものとなっております。

今後も、開発によって消滅を余儀なくされる文化遺

産を保護し、後世に伝え教育普及へと役立たせること

が私たちに課せられた責務と考えております。

最後になりましたが、本年度の敷島町文化財保護、

保存対策に際し、ご理解とご協力を賜りました関係各

位に深謝いたし、序といたします。

平成 16年 3月

敷島町教育委員会

教育長 山 日 正 智
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I 平成 15年度(2003)埋 蔵文化財保護行政概要

平成 15年度状況概要

本町の町域は、南北 15 km、 東西 4kmと 南北に細長い帯状を呈しており、その約 8割が急峻な地形の山間
地となり、2害1が丘陵と扇状地で形成されている。

敷島町の包蔵地域分布図を概観すると、その 74%が島上条、中下条、大下条といった扇状地上に集中して
いることが分かる。この僅かな平坦地が市衡地として発展し、人日も急激に増加している地域なのである。

敷島町内における開発事業等の状況は、県都甲府市の隣接地という地の禾Uと、県道甲府 。敷島・韮崎線や中

下条・甲府線、敷島・田富線、さらには中央本線竜王駅など交通網の発展によって商業施設、住宅施設などの

民間開発を主体とした大小を問わない開発が頻繁に行われるようになってきている。特に田畑を貫くかたちで

建設された都市計画街路愛宕町・下条線の共用開始後は路線周辺の開発が著しく行われるようになってきてお

り、平成 11年度よりその影響が大きく現れている。本年度は昨年度より埋蔵文化財保護対応件数が大幅に増

加し、文化財保護法にともなう措置は 14年度を上回り過去最高となった。

今年度の開発内容の特徴は、昨年度までの開発行為の主体であった宅地造成事業の比率が減少し、道路建設、

マンション、商業施設といった特定施設に偏重しないことが挙げられる。また 14、 15年度に開発された宅地

分譲地の個人住宅建設の増加や盛土による保護行為を行った建物建設が増え、立会い、慎重工事の指導件数も

大幅に増加した。

このような開発が頻繁に行われている町南部地域に、本町の 70%を超える遺跡包蔵地が重なっており、今
後もこの状況は続くものと推察される。

今後の取 り組み

文化庁の統計資料による数値とは相反して、敷島町での発掘調査原因の 80%は民間開発によるものであ
る。しかもその大部分が相続に関係するものであり非常にデリケー トな側面を抱えている。このような状況下

での調査案件では、包蔵地の問い合わせがあった時点からすべての問い合わせに対して整合性のある共通した

対応が望まれる。これらの対応には基本的な資料の整備が必要であり、平成 18年度に導入をした『遺跡情報

管理システム』を活用し、一層の資料蓄積に努めたい。

敷島町は、平成 16年 9月 1日 をもって隣接の竜王町、双棄町との合併が決定しており、文化財部門につい

ても平成 15年度に 3町との協議を終了している。

本町では 15年度より整理調査および重要遺跡整備事業を中心に生涯教育課職員があたり、緊急調査への対

応は調査計画までを生涯教育課が行い、その計画、指導のもと発掘調査および整理調査を敷島町文化財調査会

が実施し、調査員は民間調査機関からの派遣対応による措置をとっている。このシステムによる 15年度本調

査件数は 8件であった。

敷島町では、公共事業、民間事業などの開発にともなう 〔緊急調査〕と重要遺跡の保存・整備や範囲確認、

解明などを中心とする 〔学術調査〕、これまでの調査の整理事業の 2系統に分け、前者を町教育委員会の指導

のもと、民間調査機関の支援を受け敷島町文化財調査会が主体となって調査を行い、後者を町教育委員会が主

体となり実施するという体制の整備を平成 15年度から実施している。本年 9月から施行される新市において

も引き続き本体制で取り組むこととなっている。また、包蔵地改定基準などを含む埋蔵文化財保護の執行基準

の明文化作業にも取り組む計画である。
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。     1,0                       590m

1.泉 尻 A遺跡
2.松 ノ尾遺跡①
3.松 ノ尾遺跡②
4.村 続遺跡①
5.金 の尾遺跡
6.松 ノ尾遺跡③
7.大 塚遺跡

第 1図

8.末法遺跡
9.三味堂遺跡
10.松 ノ尾遺跡④
ll.村続遺跡②
12.広域農道 (P16)
13.石原田遺跡

試掘調査地点位置図
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No. 遺跡名 調査地
調  査
対象面稽

査

因

調
原 種別 時代

な
構
主
潰

な
物
主
遺

泉尻A 大下条455-1 500浦 道路建設 散布地 古墳 なし なし

2 松ノ尾① 中下条1510-1外 2,500ド 宅地造成 集落跡 縄文・古墳
奈良・平安・中世

堅穴状遺
構・上坑

土師器

3 松ノ尾② 中下条1834-1外 1,483下 高齢者向
アパート

集落跡
縄文・古墳
奈良・平安・中世 なし

縄 文
土師器

4 村 続① 島上条443-1外 1,125ド 店 舗 集落跡 奈良H平安 土坑 E溝 土師器

5 金の尾 大下条458-1 130「 道路建設 集落跡 縄文
弥生 古墳

なし なし

6 松ノ尾③
大下条41-6外
中下条1882-1外 2,314浦

ガソリン
スタンド

集落跡
縄文・古墳
奈良・平安・中世

住居跡
土 坑

弥 生
土師器

フ 大 塚 島上条1744外 2,681下 集合住宅 散布地 縄 文 土 坑 縄 文

8 末 法 大下条376-1外 2,052浦 宅地造成 集落跡 縄文
弥生 古墳

なし 土師器

9 三昧堂 中下条1103-1外 1,897浦 宅地造成 集落跡 平 安
溝状遺構
土 坑

土師器

10 松ノ尾④ 中下条1884-1外 317浦 店 舗 集落跡
縄文・古墳
奈良・平安・中世 なし なし

村 続② 島上条258 1,401ド 個人住宅 集落跡 奈良・平安 ピット 土師器

12 広域農道 牛句・亀沢地内 15,000∬ 広域農道
建 設 なし なし なし

13 石原田 島上条669 595ド 町道 散布地 縄 文 土坑
縄文
土師器

平成15年度調査一覧

【試掘調査】

第1表 平成15年度試掘調査一覧表

【試掘調査】 13件  内訳  1表のとおり

【工事立会】 24件  内訳  〔個人住宅12件、集合住宅3件、宅地造成2件、倉庫・物置2件、

下水道工事1件、医療施設1件、店舗3件〕

【慎重工事】 26件  内訳  〔個人住宅25件、集合住宅1件〕

【発掘調査】 3件  内訳  〔宅地造成2件、スタンド建設1件〕

発掘調査は、敷島町教育委員会、敷島町文化財調査会によって実施されている。
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Ⅱ。各遺跡試掘調査概要

a.松ノ尾遺跡① (第 1図 -2)

所 在 地 敷島町中下条 1510-1外

調査原因 宅地造成
調査期間 平成 15年 4月 1～ 4日

調査面積 2,500∬

調査担当 小坂隆司
概 要 荒川右岸から約 600m離れた微高地上に位置する。
平成 14年に第Ⅶ次調査を行った地点から北側にある。

試掘 トレンチは計 7本 (第 3図)を設定したが、主に中世
第2図 松ノ尾遺跡①位置図

に属する竪穴状遺構、土坑群がこの一帯に密に展開していることが明らかとなった。

試掘後、平成 15年 5月 から本調査を実施したところ、弥生時代住居跡 3軒、古墳時代住居跡 2軒、平安

時代末葉の溝状遺構 1条、中世後半の竪穴状遺構、土坑群、溝状遺構などが検出された。これらの成果は本

年 8月 に本調査報告書として刊行予定となっている。
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第3図 松ノ尾遺跡①調査区(1:750)
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b.松ノ尾遺跡② (第 1図 -3)

所 在 地 敷島町中下条 1834-1外

調査原因 高齢者向アパー ト建設
調査期間 平成 15年 4月 16～ 18日

調査面積 1,483∬

調査担当 小坂隆司
概 要 荒川右岸から約 550m離れた微高地東端に位置す
る。

第 5図 にみるように開発地域内に計 3箇所の試掘 トレン

チを設定した。中央と南側に設けたA・ B両 トレンチでは、

表土から約 30 cm下位に、黒褐色の泥土が厚さ最低約 30

cm以上にわたり堆積していた。黒褐色泥土は南側にかけて層が厚くなる傾向がみられ、A・ Bト レンチ内か

ら出土した遺物は、第 5図に掲載した平安時代後半以降の羽釜、小皿、杯などの破片であった。

Cト レンチは、上述の A・ Bト レンチ周辺に比べ地形が緩やかに高くなる地点であり、本松ノ尾遺跡が占地

している微高地の東脇に相当する。

この Cト レンチでは、表土から25～ 30 cmの深さが

耕作土となっており、約 10 cmほどの床土層を挟んで

さらに下位には約 30 cmの厚さで堆積した黒褐色土層

がみられる。この黒褐色土層は遺物の包含層となってお

り、細かな破片も多いが主に平安時代後半(11～ 12世紀

代)の遺物が多く出土した。

今回、試掘調査の対象となった区域は上述したように

松ノ尾遺跡の東端に位置し、A・ Bト レンチ周辺は微高

地から一段下がった場所で、極わずかな遺物が出土する

のみでとくに生活痕跡等はみられなかった。

-1

Bト レーユ

Aト レー2

4

ー Cト レー1

Bト レー2

「
 逃」丞こトレー3

第5図 松ノ尾遺跡②調査区(1:750)と 出土遠物

第4図 松ノ尾遺跡②位置図

Cト レンチ全景

B
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c.村続遺跡① (第 1図 -4)

所 在 地 敷島町島上条 443-1外

調査原因 店舗建設
調査期間 平成 15年 6月 18～ 20日

調査面積 1,125∬

調査担当 小坂隆司
概 要 荒川右岸から約 750m離れた地点に位置し、村続
遺跡の南西にある。

今回、浄化槽埋設部分の試掘調査となり、開発区域内の

A・ Bに トレンチを設定し調査を行った (第 7図 )。

今回の試掘で、この周辺の上層が表土層 (約 20 cm)、 黒
第6図 村続遺跡①位置図

褐色土層 (約 20 cm)、 暗褐色土層 (約 20 cm)、 以下礫層となっていることが明らかとなった。

Aト レンチ内は、現代の撹乱が多くみられ、 トレンチの東側から近現代の陶磁器を含んだ上坑や溝などが
確認された。西側では東西に延びる幅 70 cm、 深さ 25 cmの溝状遺構とこれと重複した 2基の方形を呈する

土坑 (長軸約 120 cm、 深さ 15～ 25 cm)が確認されたが遺物はなく時期は不明である。

Bト レンチでは、暗褐色土層中からトレンチ内の東側にかけて黒褐色の落込みが確認され、竪穴状遺構が存

在することが明らかとなった。しかし、今回の調査部分ではこの遺構からはとくに出土する遺物はなく時期は

不明である。この他、ピットが 1箇所確認された。Bト レンチ内の遺構外からは古墳時代前期の S字甕の日

縁部や甕などの細かな破片が少量出土した。

なお、開発側との協議において店舗部分については木

造平屋建ての構造であったが地表面下の埋蔵文化財に破

壊が及ばないよう盛土保存の処置が取り交わされた。

Bト レー1

庫―rく
Bト レー2

望` を 作 3

'          I ' F 4 )        

引
にn

主要地方道 甲府・敷島 韮崎線

Aト レンチ西側第7図 村続遺跡①調査区(1:750)と出土遺物
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d.松ノ尾遺跡③ (第 1図 -6)

所 在 地 敷島町大下条 41-6外、中下条 1882-1外

調査原因 ガソリンスタンド建設
調査期間 平成 15年 9月 3～ 9日

調査面積 2,314∬

調査担当 小坂隆司
概 要 荒川右岸から約 700m離れた地点にあり、松ノ尾
遺跡の中央東側に位置する。

A～ Cの各 トレントでは地表面から約 80～ 90 cmで遺構

が確認された。また、地表面から約 50～ 60 cmで黒褐色土

層の遺物包含層に達するが、この包含層は 20～ 30 cmの厚

さで堆積していた。

1号住居跡 (第 10図):Aト レンチの東側で発見され、東西約 4.6mで確認面からの深さ約 5cmと浅い。
カマドは東壁に位置し、約 110× 60 cmであった。遺物は土師器の甕、lTh、 灰釉陶器の碗、鉄滓 (碗形滓)

などが出土しているが、所属時期は平安時代 10世紀後半から末葉とみられる。

2号住居跡 (第 11図)iCト レンチの西側において

深掘りを行った際、壁と床面の一部確認した。黒褐色土

の覆土を含み、確認された西側壁に近い床面上から小皿

2点、脚高高台杯 1点が出上し、本住居跡は平安時代 11

世紀前半に所属することが明らかとなった。

上記の住居跡以外に、土坑(Aト レ 3基、Bト レ2基、

Cト レ 1基 )、 溝状遺構(Bト レ 1条 )、 住居跡ないし堅

穴状遺構 2軒(Cト レ)などが確認された。

本開発域はその後の協議において本調査が平成 15年

10月 に実施され、古墳時代後半から平安時代にかけて

の集落跡が調査されている。なお、本調査の成果は、平

成 17年 3月 に報告書として刊行予定である。

都市計画街路愛宕町下条線

第9図 松ノ尾遺跡③調査区(1:750)

第8図 松ノ尾遺跡③位置図

Cト レンチ西側
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e.大塚遺跡 (第 1図 -7)

所 在 地 敷島町島上条 1744外

調査原因 集合住宅
調査期間 平成 15年 9月 1・ 2日

調査面積 2,681∬

調査担当 小坂隆司
概 要 荒川右岸から約 60m離 れた地点に位置する。
第 13図にあるように試掘 トレントA～Cを設定した。

トレンチ Aは浄化槽埋設区域となる範囲で、地表面下約 30
Cmで縄文時代 (前期後半)と 平安時代後半の遺物が出土す
る遺物包含層が存在したが、とくに遺構等は確認できなく、

第 12図 大塚遺跡位置図

包含層から出土する遺物の取り上げで終了した。

集合住宅開発予定区域となる場所には、B・ Cト レンチを設定し、調査を行った。

南側のトレンチ Cでは、地表面下 30～40 cmで縄文時代前期後半を中心とする遺物の包含層が存在するこ
とが確認でき、また精円形を呈する長軸 50～ 60 cmを測る土坑を 2基発見することができた。
また、北部のトレンチ Bにおいては、地表面下 45～50 cmで黒褐色を呈する遺物包含層が確認され、とくに

本トレンテ東側にかけて縄文時代前期後半諸磯式(b古～c新式)上器が大量に出土した (写真 3)。
トレンチ Bか ら出土した土器は諸磯 c式のものが大半を占めていたが、器種としては深鉢のほか浅鉢も多
く出土し、中には赤と黒の漆が施された 「彩文土器」の破片も 2点出土している (写真 4上段右 2点 )。
この黒褐色の遺物包含層からは以上の大量の縄文土器とともに、円形の土器片円盤や盤状を呈する土偶 2

点なども出上しており (写真 4)、 本地域一帯に縄文時代前期の集落跡が存在する可能性が極めて高い。

このほか、各トレンテ内からは、石鏃、黒曜石の剥片、打製石斧、磨り石などの石器も豊富に出土した。

その後の協議において集合住宅開発地域は盛土と一部設計変更による埋蔵文化財保存の処置がなされた。

第 13図 大塚還跡調査区(1:750)
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5.石器 (石鏃・剥片・打製石斧・磨石)



f.末法遺跡 (第 1図 -8)

所 在 地 敷島町大下条 376-1外

調査原因 宅地造成
調査期間 平成 15年 10月 15～ 17日

調査面積 2,052∬

調査担当 小坂隆司
概 要 現在末法遺跡として包蔵地指定されている南西端部
に位置する。また、平成 12年におこなわれた末法遺跡第Ⅱ

次調査地点から西へ約 100mの距離にあたる。

試掘 トレンチは、第 15図のとおりA～Fの計 6本を設定

し、調査をおこなった。

その結果、開発区域内のほぼ中央から北東半部にかけて(A

トレンチ北半部、Eト レンチの節囲)の地域では、厚さ約 20

層が地表面下約 45～50 cmで確認された。

また、開発区域の南西半部(Cト レンチ南半部、Dト レンテ南半部、Fト レンチの範囲)では、遺構や遺物
は確認されず、大小の石を含んだ礫層が堆積していた。

以上の結果から、この開発区域内では末法遺跡の南西端部が確認され、南側には遺跡の広がりがみられない

ことが明らかとなった。そして、上述した本遺跡の第Ⅱ次調査地点は、西側に約 100mの場所にあるが古墳
時代前期の住居跡や土坑をはじめとする集落跡が発見されていることから、この集落跡が今回の開発区域内の

北東半部にまで及んでいる可能性が考えられる。

なお、試掘調査の結果をもとに開発側と協議をおこない、開発区域の北東半部については掘削等により破壊が

及ばないよう埋蔵文化財を盛り上保存することで、宅地造成をおこなうこととなった。

Cト レンチ南側

第 15図 末法遠跡調査区(1:750)

第 14図  末法遺跡位置図

トレンチ、Bト レンチ、Cト レンチ北半部、D

cm以上の古墳時代前期を中心とする遺物包含
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g.三昧堂遺跡 (第 1図 -9)

所 在 地 敷島町中下条 1103-1外

調査原因 宅地造成

調査期間 平成 15年 11月 4～ 6、 11～ 17日

調査面積 1,897∬

調査担当 小坂隆司

概 要 三味堂遺跡の北端部に位置する。

試掘 トレンチは、第 17図にある A～Cを設定し調査をお

こなったところ、A・ Bの両 トレンチでは遺構や遺物は確認

されなかった。

南部の Cト レンチでは、C-1、 C-2の 2箇所において、

平安時代と弥生時代の遺構が発見された。

第 16図 三味堂遺跡位置図

1号住居跡 iC-1ト レンチで発見された。規模は、東西約 3.7m、 南北は確認できた範囲で約 2.5mを測

る。壁は緩やかに立ち上がり、確認面からの深さ約 70 cmと 深い掘り込みとなっている (第 18図 )。

また、1号住居跡の南側中央付近の床面には突き固めたような面の広がりがみられ、その西側には長軸約 1

m程の土坑状の落込みが確認された。本住居跡からは第 18図に掲載した土師質土器が出土した。

C-1ト レンチ内では計 4基の円形を呈する土坑が確認され、 1～ 3号土坑は 1号住居跡を切つていた。

1号溝状遺構 iC-2ト レンチ内で発見された。南北に延びる溝状遺構で、確認できた規模は、南北の長さ

約 3.5m、 幅約 2.lm、 深さ約 45 cmで ある。本遺構内には大小の石が堆積していた (第 19図 )。

第 17図 三昧堂遺跡調査区(1:750)

たし了黎
　
‐Ｌ
、
、

存保すカと遺見発おな

1号住居跡(C-1ト レ) 1号溝状遺構(C-2ト レ)
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h.村続遺跡② (第 1図―H)

所 在 地 敷島町島上条 258

調査原因 個人住宅
調査期間 平成 16年 1月 12～ 14日

調査面積 1,401∬

調査担当 大蔦正之 。小坂隆司
概 要 荒川右岸から約 400mの 南北に延びる微高地上の

東側に位置し、村続遺跡の南東側にあたる。

今回、個人住宅の地耐力調査の結果、現地表面から約 150

cmの深さまで土壌改良工事の必要性がでてきたことから試

掘調査を実施することとなった。

開発区域内の南北に 2本の試掘 トレンチを設定し、

調査をおこなった (第 23図 )。 ,

A・ Bの両 トレンチでは地表面下約 75 cm前後にお

いて黒褐色の遺物包含層が確認され、縄文時代 (前期)、

平安時代などの遺物が多く出土した。

とくに、平安時代の遺物には 9世紀～10世紀後半を

中心とする甕、杯類などの土器や須恵器、灰釉陶器が出

土し、その他平安時代末葉の土師質土器もみられた。

中には、第 23図た掲載した灰釉陶器の浄瓶(1)や 中国

産の鏑蓮弁文を施した青磁碗(2)などもある。

遺構は、今回の調査で住居跡などの明確なものはない

が、Aト レンチ内の東側でピットが 1箇所みつかった。

第23図 村続遺跡②調査区と出土遺物

第22図 村続遺跡②位置図

Bト レンチ全景
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i.広域農道 (牛句・亀沢地内)

所 在 地 牛句・亀沢地内
調査原因 広域農道建設
調査期間 平成 16年 2月 18～ 20日

調査面積 15.000∬

調査担当 小坂隆司
概 要 広域農道が新設されることとなった牛句・亀沢地内は敷島町のほぼ中央に位置し、尾根と険しい谷が

多く入り込んだ山間地帯であった。そのため、遺跡が存在する可能性が高い緩傾斜部を中心として試掘をおこ

なうこととなった。それにより、代表して 2地点において計 9本の試掘 トレンチを設定した。

調査区A:計 5本のトレンチを設けたが深さ 20～ 30 cmで地山となり、遺構・遺物は確認できなかった。

調査区B:計 4本のトレンチでは、本来谷地形であった場所を盛り土していたことが明らかとなった。

今回の工区では、急斜面と谷地形が大方を占めており、上記の結果のとおり遺跡は認められなかった。

と,f

第 24図 広域農道調査位置図

Aト レンチ全景

-16-

Cト レンチ全景



第 25図 広域農道調査区 A(1:1000)

第 26図 広域農道調査区 B(1:1000)

Fト レンチ全景
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j.石原田遺跡 (第 1図 -13)

所 在 地 敷島町島上条 669

調査原因 町道建設
調査期間 平成 16年 2月 23～ 27日 、3月 1～ 9日

調査面積 595�

調査担当 小坂隆司

概 要 貢川左岸から約 300mの 緩やかな高台に位置す
る。

今回、調査の対象となったのは既存の町道から南側へと新

設される町道開発部分と、これより西側に位置する宅地造成

予定地域の試掘調査となった。
第 27図 石原田遠跡位置図

第 28図にあるように、斜線部の町道開発予定区域に調査区 Aを設定し、さらに西側の宅地造成予定地域

には B・ Cの 2箇所に試掘 トレンチを設定した。

BoCト レンチでは、地表面下約 20～ 30 cmにおいて土器などの遺物が出土しはじめ、さらに下位にかけ
て 30～40 cmの厚さで縄文時代 (早 。前期)の遺物包含層が堆積していることが明らかとなった。

中でも、Bト レンチ西端では地表面下約 70 cm前後の深さから石器類 (稜磨石 2点、石皿 1、 台石 1点、

叩き兼磨石 1点)や焼け石が押型文土器を伴ない、

しかも面的な広がりをもって出土した (写真 1・ 2)。

A区では約 100面の調査をおこない、土坑 5基が

南側で発見された。出土した遺物には、縄文早期 (撚

糸文、押型文、条痕文)、 前期 (諸磯 b式、十三菩提

式)の土器が中心として出土し、石器には稜磨石、磨

石、石皿のほか石鏃、スクレイパー、大量の黒曜石や

チャートの剥片類などが出土した (写真 7・ 8)。

特筆されることは、早期の押型文土器 (写真 5)が

比較的多くみられることで、Bト レンチ西端の出土状

況からも周辺に遺構の存在が予測される。

なお、試掘結果から調査区Aの西側部分は平成 16

年 4月 に本調査が実施される予定となっている。
第 28図 石原田遠跡調査区位置図(1:1000)

オ

第 29図 石原田遺跡調査区 A(1:150)
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8.石器 (磨石・稜磨石)



Ⅲ.ま とめ

今年度は、試掘調査 13件、工事立会い 24件、慎重工事 26件と文化財保護法に基づく埋蔵文化財の保護
対応は昨年を上回り、過去最高のものとなった。また、試掘調査の結果、本格的な発掘調査となったものには

中下条と大下条管内における 3件があつた。発掘調査となった中下条、大下条の地域は、敷島町の中でも近

年、最も宅地造成や大型店舗の進出により開発が著しく、これに伴い試掘ならびに発掘調査が頻繁におこなわ

れてきている。このような状況は、3町合併による新市「甲斐市」誕生を目前として、さらに急増するものと

考えられる。

以下では、本年度の試掘調査の成果についてその概要をまとめておきたい。

松ノ尾遺跡では、今年度 4回にわたり試掘調査がおこなわれ、新たな事実が発見された。これまでの試掘
や本調査によって、本遺跡は縄文時代、弥生時代、古墳時代前期の遺構が点在するが、とくに古墳時代後期か

ら平安時代にかけて主答をなす大集落跡であることは周知の事実であった。

今回、松ノ尾遺跡①地点では、中世(15～ 16世紀代)の遺構が眠っていることが新たに確認され、遺跡の北
部地域においては中世後半期の遺構が広い範囲で密に複合していることが明らかとなった。

村続遺跡の一帯は、住宅の密集地帯ということもあり、開発行為自体が上記の松ノ尾遺跡に比べこれまで極

めて少なく、教育委員会としてもまだ詳しい遺跡の性格については把握しきれていないのが現状である。

しかし、平成 13年におこなわれた第 I次調査は、現在村続遺跡として包蔵地の指定をされている西側に位
置し、調査面積約 320∬において住居跡 36軒という驚異的な遺構の密度であることが確認された。しかも

集落跡の存統期間についてみても奈良時代から平安時代の終わりにかけて連綿と継続していた。しかし、遺跡

の性格についてはまだ遺跡包蔵地内の極々一部を調査したに過ぎないことから、大規模な拠点的集落跡であっ

たことは推測されるが、古代の巨麻郡における位置付けなど具体的なことはまだ不明といわざるを得ない状況

である。

このような中、試掘調査の対象となった村続遺跡②では、遺構の存在は明らかにできなかったが、第 I次調

査における集落跡の広範な広がりを裏付けるように同時期の遺物が出土したほか、仏教関連とみられる灰釉陶

器の「浄瓶」 (第 23図 -1 残存器高 12.3cm、 最大推定直径 12.3cm、 注目部先端が欠損)なども伴なって
出ている。これは、県内でもまだ数例しか出土していないもので、代表的な遺跡としては大原遺跡 (一宮町)、

桜井畑 B遺跡 (甲府市)などが上げられる。今後本遺跡の性格を検討する上で貴重な成果を追加することが
出来たといえよう。

三味堂遺跡は、平成 12年度に第 I次調査、平成 13年度に第Ⅱ次調査となる本調査がおこなわれ、これま
で調査されてきている他の遺跡に比べ、密ではないが縄文、弥生、古墳、平安時代に相当する遺構や遺物が発

見されている。今回の試掘では住居跡 1軒、溝状遺構 2条、土坑 4基が発見され、とくに 1号溝状遺構から
はあまり類をみない高杯ないし器台状の土器 (第 19図 -1 器高 7.5cm、 杯部日径 14.6cm、 底径 5.4 cm)
が出土した。

今年度の試掘調査では、大塚遺跡、石原田遺跡にみるように縄文時代の遺跡の存在が確認されたことが大きい。

これまで、敷島町内では金の尾遺跡の弥生時代、末法遺跡の古墳時代前期、上述した松ノ尾遺跡や村続遺跡

などの古代の遺跡が注目され、縄文時代の遺跡は全く無いわけではなかったが、貧弱な存在であった。

しかし、今年度の試掘調査で荒川に近接した大塚遺跡において縄文時代前期後半の遺物を大量に包含した遺

跡の存在が確認された。具林的な時期は前期後半諸磯式期に相当し、b式古段階からc式新段階にかけての深
鉢、浅鉢 (彩文土器を含む)の ほか土偶などが出土し、ほかに石鏃、打製石斧、磨石などをはじめとする石器
類も数多く出土した。このような内容から、集落跡が存在する可能性は極めて高いとみられる。近隣では荒川

の対岸に位置する米草遺跡 (甲府市)が集落遺跡として確認されており、本町を含めた荒川流域には該期の遺
跡が点在しているものと推測される。

また、石原田遺跡は貢川に近接した遺跡であるが、今回その緩傾斜地の調査で縄文時代早期の撚糸文、押型

文、条痕文土器を出土する遺跡であることが判明した。本町ではこれまで最も古い土器が確認されていたのは

金の尾遺跡で、第 I次調査において押型文土器の小片が 1点紹介されていたに過ぎなかった。今年度の本遺

跡の調査ではさらに古手となる撚糸文土器が確認され、押型文土器 (精円文 。山形文)はやや大型で比較的ま
とまった資料が得られた。また、これらの上器と共伴するとみられる稜磨石や剥片石器なども出土している。

とくに Bト レンチ西端の出土状況は、押型文土器と台石、稜磨石、焼け石などからなる生活痕跡として良好
な共伴資料とみられる。

以上、本年度の試掘調査概要をみてきたが、いずれも調査面積は僅かで地味な調査であったが貴重な成果を得た。

なお、平成 12年度におこなった町内遺跡についての GIS導入に引き続き、これまで試掘と本調査で得られ

た写真関係の記録については、埋蔵文化財のほか指定文化財を含め、劣化の保護や速やかな閲覧に対応できる

ようデジタル化の作業をおこない、一括管理することとなった。今後も文化財保護と活用に努力していきたい。
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ふりがな
所在地

コード
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 市町村 遺跡番号
いずみじりいせき

鼻 RA措 鯨

本文中のとおり 193928 本文中のとおり 本文中のとおり 本文中のとおり

まつのおいせき

松ノ尾損 Etl 刊

むらつづきいせき

村 締 惜 P市 18

かねのおいせき

4の 屋浩 IMI 43

おおつかいせき

大 塚 潰 駄 53

まつぽういせき

実 法 積 訴 5

さんまいどういせき

三昧堂遺跡 27

いし「まらだ

石原 田 44

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

泉尻A遺跡 散布地 古墳 なし なし

松ノ尾遺跡① 集落跡
縄文 古填

き 白 工 孝 Ell侶 堅穴状遺構・土坑 土師器 中世土坑群、かわらけ、銅銭。

松ノ尾遺跡② 集落跡
罷文 古墳
奈良 平安 中世

なし 縄 文・土師器

村続遺跡① 集落跡 奈良・平安 土 坑 溝 土師器

金の尾遺跡 集落跡 縄文 弥生 古墳 なし なし

松ノ尾遺跡③ 集落跡
縄文 古墳
き虫 豆■ cb世 住居跡 土 坑 弥 生・土師器 10～ 刊可世紀代の住居跡。

大塚遺跡 散布地 縄 文 土 坑 縄 文 彩文土器、前期の土偶が出土。

末法遺跡 集落跡 縄文 弥生 古墳 なし 土師器

三昧堂遺跡 集落跡 平 安 溝状追構 土 坑 土師器 大型の清を確認。

松ノ尾遺跡④ 集落跡
縄文 古墳
秦良 平安 中世

なし なし

村続遺跡② 集落跡 奈良・平安 土 坑 清 土師器 灰釉陶器「浄瓶」が出土。

広域農道 なし なし なし

石原田 散布地 縄文 土 坑 縄 文・土師器 早期 押型文が出土。
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